
『商標を活用したブランド戦略－知財の活用のHow to』

お問合せ

■農林水産知的財産保護コンソーシアム事務局/株式会社マークアイ（日野・清水・笠原）
TEL: 03-6862-9953 E-mail: maff@mark-i.jp

■長野県 農業試験場知的財産管理部（大日方） TEL： 026-246-2414

農林水産知的財産保護コンソーシアムでは、知的財産保護に関する理解を深めることを目的に、以下の
とおりセミナーを開催いたします。海外への商標出願や模倣品対応など、個別相談会の時間も設けておりま
すので、知的財産の有効活用の一環として是非ご参加ください！
※個別相談を希望される方は、事務局まで事前に内容をご連絡ください。

農林水産省海外知的財産保護・監視委託事業

令和２年１１月３０日（月）
１３：００～１６：３０（5分前よりアクセス可能）
※個別相談会は１６：３０～１６：４５

オンラインセミナー

日 時

講 演 １

対 象

参加費
無料

講 演 ２

農林水産知的財産保護コンソーシアム会員、各都道府県の農林水産部・農政部
担当者、輸出促進担当者、農林産物及び加工食品の輸出・知財に関心のある事
業者、弁理士・弁護士、農林水産物等の生産者団体、農林水産業関係者など

講 師

「日本からの食品や果物は、安全で美味しい。安心して買えます。」とは、東南アジアで働く現地の方のお話です。
今、“Made in Japan”それ自体が「美味しさと安全、そして安心を表すブランド」になっています。そして、日本からの
農林水産物・食品の輸出が年々拡大するにつれて、この信用に便乗した商品もしばしば見られるようになっています。
また、こうした商品に日本で付されている商標が、幾つかの国で第三者によって勝手に出願され、登録される等、ビジ
ネスを守るために必要な知的財産権が脅かされているケースも散見されます。
一方で、商品を販売したところ、そのパッケージに付けたロゴに関して「当社の商標権侵害であるから、使用を止めて
商品を回収してください」という警告状が来ることもあります。本当に侵害なのかどうかを見極めて対処する必要があり
ますが、こうした事態が発生しないように、使用前に注意しておく必要があります。
こうした現状を踏まえて、本セミナーの前半では、「商標を活用したブランド戦略」と題して、知財の活用のHow toを
地域ブランドの成功例における活用等を含めて、お話しします。
また、後半では、「ブランド化のためのデザインの活用」と題して、デザイナーとのつきあい方、及びネーミングやデザイン
はどのような知的財産権で保護されるのか、及び他人の権利の侵害とならないようにするにはどのような点に留意すべ
きか等についてお話しします。

開催方法

『ブランド化のためのデザインの活用－最初の一歩を安全に
踏み出すために』

綾船国際特許事務所 パートナー/弁理士 柴田 富士子氏



令和２年度農林水産知的財産保護コンソーシアム
知的財産セミナー in 長野県 開催内容

日 時：令和２年１１月３０日(月)１３時００分～１６時３０分（5分前よりアクセス可能）

※終了時間は進行の状況で変更になることがあります。

開催方法：オンラインセミナー

（１）開会・あいさつ 13：00～13：10

（２）講演 13：10～ 16：20

①『商標を活用したブランド戦略－知財の活用のHow to』

(休憩 14：40～14：50)

②『ブランド化のためのデザインの活用－最初の一歩を安全に踏み出すために』

講師 綾船国際特許事務所 パートナー/弁理士 柴田 富士子氏

(３) 質疑応答 16：20～16：30

(４)個別相談会 16：30～16：45

※個別相談をご希望の場合は事前にお問い合わせください。当日のお申込みはお受けできません。

お問合せ

※メールアドレスをお持ちでない方は、セミナー配信URLのご送付ができないため、ご参加いただけません。
※ご記入頂いた個人情報は、本セミナーに関する連絡以外の目的には使用致しません。

参加ご希望の方は、１１月２4日（火）までに以下URLからお申し込みください。

《URL https://trademark.jp/seminar/notice/detail/21》

参加申込方法

■農林水産知的財産保護コンソーシアム事務局/株式会社マークアイ（日野・清水・笠原）
TEL: 03-6862-9953 E-mail: maff@mark-i.jp

■長野県 農業試験場知的財産管理部（大日方） TEL： 026-246-2414


